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はじめに
　本稿は、インターネットに投稿された演奏に関連す
る作品の音楽鑑賞における有効性を検討するものであ
る。
　筆者は、2013年度から前期授業の教養教育において
「ドイツ歌曲概説」を行っている。授業の概要は、全15
回で、クラシック音楽におけるドイツ歌曲ジャンルに
焦点を絞り、古典派から20世紀までの作品を扱い、そ
の時代背景や、詩人と作曲家の創作の技法と詩情の変
遷を、音楽の鑑賞を通してひも解くことを行っている。
　受講生の約80％は、音楽を専攻していない学生であ
る。そのため、クラシック音楽そのものにあまり興味
を持てない、という学生も若干見られた。さらにドイ
ツ歌曲と言えば、よく知られた曲以外はまだまだ敷居
の高いものと捉えられる傾向にある。そこで、授業の
方針は変えずに、音楽の鑑賞の方法に変化をつけ、効
果的に学習する方法がないか、ということが本研究の
出発点となった。
　本稿では、その授業で取り上げた、ゲーテ（Johann 
Wolfgang von Goethe 1749-1832）の詩によるシュー
ベルト（Franz Schubert　1797-1828）作曲の〈魔王〉
を研究対象とする。３年目の2015年度の授業において
は、市販されている音楽媒体以外にも、インターネッ
ト上で配信されている媒体を使用した。その中から今
回取り上げるのは、映画仕立ての朗読の動画と、ボー
カロイド１・初音ミク２による演奏である。前者は、グ
ラフィックデザイナーのゲオルク・ヴァイデンバッハ
氏（以下ヴァイデンバッハ）によるもので、ドイツ語
の朗読が主体となり、それに合わせたアニメーション
によって〈魔王〉の世界観が表現されている。後者は、
歌唱合成ソフトウェアのひとつで、バーチャルシン
ガーによる歌唱である。
　今回これらの媒体を取り上げた理由は以下にある。
これらの媒体は、クラシックというジャンルのものを
取り上げていながら、時を超えて、新しい提示方法や、
斬新なアイデアが示されたものである。そこには作者
の独自性や、現代人が考えるリアリティさが集約され
ており、現代の聴き手の音楽に対する心理的な動きに
作用すると考えるからである。また、「平成26年情報通
信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告
書３」で見られるように、10～20代の若者は、余暇時間
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にパソコンやスマートフォンなどを利用し、娯楽の手
段としてインターネットを多く利用している。授業で
観たり聴いたりした楽曲が、身近なものとしていつで
もどこでも確認可能であると言える。単にCDやDVD
による音楽を鑑賞するより、現代の理解という点で学
生の興味を促すものと考えるからである。これらのイ
ンターネット媒体が音楽鑑賞における有効な視聴覚資
料であったか、その効果について、授業後の受講者に
よる感想をふまえ報告する。
　本論に入る前に、今回筆者がインターネット上の作
品を扱う姿勢を説明したい。ひとつめに、インターネッ
ト投稿作品は、いつ消滅するかもわからない媒体であ
ることである。記録媒体のように、半永久的な保存の
保証はない。しかしながら、現代人が、今、ここで、
これをやったら、現代人の心に同調するであろう、と
いう考えのもと作成した行為は見逃せない。それゆえ
これらをリアルタイムで伝達していく必要性や、そこ
から見出せる可能性を現代人と共有する有効性がある
と思われる。ふたつめは権利の問題である。今回研究
対象とするふたつの作品については、作成者に直接本
稿執筆で扱うことをメールとサイトのメッセージに
よって伝えた。ヴァイデンバッハ氏からは快諾いただ
き、リンクの貼り付けを条件に、スクリーンショット
等自由に使用してよいことを確認した。ボーカロイド
の作成者からは、解答待ちの状態であるため、今回は
画像などの使用はせず、どの点が資料として有効であ
るか、という説明にとどめておきたい。
１．〈魔王〉について
　シューベルトの〈魔王Erlknig〉は、言わずとも知ら
れた楽曲であるが、本稿の進行上簡単な説明を加えて
おきたい。
　詩はゲーテによるバラーデ。バラーデとは、自由な
形式の民衆的小叙事詩または物語詩のことである。声
楽の分野でいえば、歴史上あるいは架空の出来事やロ
マン的な物語を扱い、通常は通作歌曲の形をとる形式
である（新音楽辞典）。補足であるが、元来の〈魔王〉
の詩は、ジングシュピール Singspiel『漁夫の娘４』の
民謡調の挿入歌で、シリアスな意味で書かれたもので
はない。
　〈魔王〉の詩の登場人物は、語り手、父親、その子
（病を患っているとされる）、魔王の４人である。
シューベルトはこの４人の台詞を、１人の歌手に歌い
分けさせること求めている。シューベルトはそれぞれ
のキャラクターに合わせた音高やリズムの変化をさせ
て作曲している。またピアノ・パートにおいても、魔
王という存在を魅惑的な感性の領域に移しかえ、作品
の持つ強力な力で表現している。そして、荒れ狂う風、
怪しげな木々のざわめき、その中を疾走する馬、父親
の不安、子供の悲鳴、魔王の誘惑、これらすべてをピ
アノ・パートに託し、凄まじい劇的迫力で迫っている。
詩は以下のとおりである。
Erlknig　　魔王（数字は詩節）
１
Wer reitet so spt durch Nacht und Wind?
　夜の風をぬけ馬で行くのは誰だ？
Es ist der Vater mit seinem Kind ;
　それは父親と子供。
Er hat den Knaben wohl in dem Arm,
　父親は子供をしっかと腕にかかえ、
Er fat ihn sicher, er hlt ihn warm.
　しっかりと抱いて温めている。
２
Mein Sohn, was birgst du so bang dein Gesicht? -
　息子よ、何を恐れて顔を隠すのか？
Siehst, Vater, du den Erlknig nicht?
　お父さんには魔王が見えないの？
Den Erlenknig mit Kron und Schweif? -
　王冠とシッポをもった魔王が？
Mein Sohn, es ist ein Nebelstreif. －
　息子よ、あれはただの霧だよ̶̶
３
〉〉Du liebes Kind, komm, geh mit mir!
　「可愛い坊や、おいで、わしと一緒に行こう！
Gar schne Spiele spiel ich mit dir ;
　ステキなおもちゃでわしとお前で楽しく遊ぼう。
Manch bunte Blumen sind an dem Strand,
　色とりどりの花が海辺に咲いて
Meine Mutter hat manch g	lden Gewand.〈〈
　わしの母は黄金の衣装をたくさん持ってるよ。」
４
Mein Vater, mein Vater, und hrest du nicht,
　お父さん、お父さん！聞こえないの、
Was Erlenknig mir leise verspricht? -
　魔王の静かに話しかけるのが？
Sei ruhig, bleibe ruhig, mein Kind ;
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　落ち着くんだ、落ち着け、息子よ。
In d	rren Blttern suselt der Wind. -
　枯葉が風で揺れているだけだよ。
５
〉〉Willst, feiner Knabe, du mit mir gehn?
　「いい子だね、わしと一緒に行かないか？
Meine Tchter sollen dich warten schn ;
　娘にしっかりお前の面倒を見させるよ。
Meine Tchter f	hren den nchtlichen Reihn
　娘は夜に輪舞の先導をして、
Und wiegen und tanzen und singen dich ein.〈〈
　揺すって、踊らせて、歌って寝かせてくれるよ。」
６
Mein Vater, mein Vater, und siehst du nicht dort
　お父さん、お父さん！あそこに見えないの
Erlknigs Tchter am d	stern Ort? -
　暗がりにいる魔王の娘たちが？
Mein Sohn, mein Sohn, ich seh es genau:
　息子よ、息子よ、確かに見えるよ。
Es scheinen die alten Weiden so grau. -
　あれは灰色の古い柳だ。
７
〉〉Ich liebe dich, mich reizt deine schne Gestalt ;
　「お前が大好きだ。可愛いその姿が。
Und bist du nicht willig, so brauch ich Gewalt.〈〈
　いやがるのなら、力ずくで連れて行くぞ」
Mein Vater, mein Vater, jetzt fat er mich an!
　お父さん、お父さん！ほら魔王が僕をつかむよ！
Erlknig hat mir ein Leids getan! －
　魔王が僕を苦しめた！ ̶ ̶
８
Dem Vater grauset’s, er reitet geschwind,
　父親はぞっとして　馬を急がせた、
Er hlt in den Armen das chzende Kind,
　苦しむ息子を腕に抱いて、
Erreicht den Hof mit M	h' und Not ;
　疲労困憊で館に辿り着いた時には；
In seinen Armen das Kind war tot.
　腕の中の息子は息絶えていた。
（対訳は筆者による）
　詩は４行８節から成る。詩の構造と要約は以下の通
りである。
１節 ２節 ３節 ４節 ５節 ６節 ７節 ８節
?
??
????
?
????
?
??? ?
??
? ???
??
・会話は父、魔王とも息子を説得する形をとる。
・親子の対話は常に魔王によってさえぎられる。
・第７節で魔王の言葉はひと節の半分と短く、暴力的
で、息子の我慢も限界に達する。
　第１節は、息子は父親の腕の中で保護されている様
子が語り手によって表される（かかえ、抱きしめ、温
める）。
　第２節は、出来事が進行する。語り手は退場。父と
息子は根本的に異なる態度をとる。父は、事物を合理
的にとらえる大人、子は、自然の持つ神秘に近づくこ
とができる存在として描かれる。
　第３節は、魔王の誘惑が、いいものをチラつかせな
がら始まる。しかし父親には聞こえない様子である。
　第４節は、不安を募らせる息子は懸命に「お父さん、
お父さん」と二回繰り返すが、父はそれをなだめる姿
勢をとる。
　第５節は、さらに魔王の誘惑が続く。魔王の娘たち
が息子に危険な魔法をかけてしまうことをほのめかす
（「寝かせてくれるよ」）。
　第６節は、一層不安がつのる息子。ここで父親も「息
子よ、息子よ」と２回呼びかけ不安に応じる。
　第７節は、劇的情景はクライマックスをむかえる。
魔王の行動は、誘惑から脅迫へと転じる。息子の言葉
がここで初めて完了形（第８節下線部）で表現される。
何かが息子に「起こった」ことを悟るも、返答できな
い父。魔王の神秘の力が勝利を得てしまったことが描
かれる。
　第８節は、再び語り手登場。父親の「ぞっとした
（grauset）」ことが語られたことで、やっと何かを感じ
取ったことが暗示される。それは子の死であった。
　次に楽曲の特徴を見てみよう。シューベルト独特の
転調が多用されているのは言うまでもない。ピアノ・
パートは、馬の蹄の音を表現しているというオクター
ブの三連符の連打（右手）が特徴的で、前奏部分から
その情景のすさまじさを表現している［譜例１］。この
ピアノ・パートの音型は、語り手と親子の語り部分に
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［譜例１］〈魔王〉前奏部分のピアノ・パート
も置かれており、この情景の中に親子がいることを示
している。
　一方、魔王の語りの部分では、音型に変化がある。
魔王の場面に転換する際は、約２小節の短い間奏が与
えられ、三連符の形は変えずに、第３節ではリズムを
刻むブンチャッチャ型に［譜例２］、第５節では軽やか
な分散和音［譜例３］に伴奏形を変えている。これは
魔王の出現を表現するものでもあり、人間と区別され
た魔王独自の姿を表現した音楽と捉えられよう。しか
し第７節では、前奏部分と同型の４小節の間奏がおか
れ、一転した魔王の態度が表される場面へと転換する。
すなわち、しびれを切らせた魔王が、ついに人間（語
り手と親子）の最も近くに迫り寄ってきたことが音楽
化されている［譜例４］。
　以上、ピアノ・パートにおける音型の変化や間奏が、
各節の場面の転換を明確に表していることがわかる。
　次に、シューベルトが、どのように各キャラクター
の旋律を音にしたかの一例を挙げる。
　語り手は、長い音符を使い、冷静沈着であり、登場
人物の中で最も広い音域を使い、臨場感あふれる語り
で表現される。
?
??楽曲中の音域 楽曲中の表現例
　父親は、低い音域で、大人の落ち着きが示される。
次第に休符の挿入や、音域が上行することで呼吸感や
焦りや危機感を表現していく。
?
?
楽曲中の音域 楽曲中の表現例
　子は、高い音域で不安なことを示し、父親に頼り切っ
ている様子がわかる。「お父さん」の叫びは、節を追っ
て上昇している。
? 楽曲中の音域 楽曲中の表現例
　魔王は、旋律においても様々な変化がある。第３節
では、長い音符が与えられており、甘く囁くように誘
い出す手法である［譜例２］。第５節では、１小節に多
くの音符を配置し、音高を変化させながら息つく間も
なく言葉を畳み掛ける［譜例３］。重要なのは両節とも、
ピアノ・パートにおいてはその逆行であるところであ
ろう。すなわち、魔王の表と裏が示されているようで
ある。第７節では、高音で欲求を抑えつつ誘惑し、突
如激情が顕わになる。「Gewalt（力）」では、魔王の持
つ音域の最低音まで一気に落とされ、強弱記号も曲中
最大のまで高められることで強調される。
　以上を詩と音楽についてのまとめと、鑑賞のポイン
トとする。シューベルトの作曲手法は、音型や音高を
巧みに変化させながら、詩の枠を超え、それぞれの登
場人物が生き生きと浮かび上がる劇的なものである。
特に「魔王」という現実味のない存在に対し、人間と
区別して作曲する方法は、突出しているといえよう。
　これらをふまえ、次項から実際の授業で取り上げた
各視聴覚資料を検証したい。
２．授業の構成
　授業の概要は以下の通りであった。
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［譜例４］第７節　魔王語り部分
（語り手・親子と同型のピアノ・パート）
［譜例３］第５節　魔王の語り部分
（分散和音型ピアノ・パート）
［譜例２］第３節　魔王の語り部分
（ブンチャッチャ型ピアノ・パート）
実施日：2015年４月22日（水）３・４時限（90分）
目標：①詩の内容を深く理解できること。②登場人物
や言葉の内容による歌唱表現や音楽の違いを理
解できること。
受講者：92名（教育17、社情７、医12、理工56）
　＊〈魔王〉は中学校の鑑賞教材であるため、２回目
の鑑賞となる受講者がほとんどである。
〇授業の内容
　授業は以下の内容を順に行った。
（１）配布資料による解説（①シューベルトについて
②シューベルトの歌曲について③〈魔王〉の詩
について（本論２を参照）④筆者による朗読（詩
のアクセント通りとドラマ風と２通り）。
（２）〈魔王〉楽譜上の特徴（音高・リズム・音型等）
の考察
（３）ヴァイデンバッハによる動画の視聴
（４）初音ミクによる歌唱の視聴
（５）イアン・ボストリッジ（テノール）の日本語字
幕付き演奏を視聴
（６）ディートリヒ・フィッシャー＝ディースカウ（バ
リトン）のCDを聴く。
（７）楽曲の感想、気づいたこと、理解したこと等、
感想を記入する。
　（１）（２）は、作曲家が変わっても毎回この手順で
行っている。歌曲は、まず始めに詩があり、それに感
銘を受けた作曲家が付曲するという工程を踏むため、
授業においても、まず詩の考察からはじめ、次に楽曲
考察を行っている。それゆえ動画視聴も（３）のヴァ
イデンバッハの詩の朗読による動画をはじめに置い
た。ここで詩に描かれる人物や情景について動画を通
してイメージづける。（４）は、（２）におけるシュー
ベルトの作曲技法が生かされているかの発見を促すも
のとし提示した。（５）は、（３）（４）を通し、実際の
歌手がどのように表現しようとしているか、またはさ
れているかの確認を行った。字幕付きの動画を選んだ
のは、歌手の表情や歌い回し、その歌詞の時どのよう
な音楽が付けられているか、等を楽譜なしでも確認で
きるためである。（６）は、CDによるもので、映像なし
で歌い分けを理解できるかを確認した。（７）では、（３）
～（６）までで、印象に残ったものとして順位をつけ、
自由に感想を記入する。
３．ヴァイデンバッハによる動画について
　本動画を視聴するねらいは、詩のイメージを視覚的
にとらえることである。受講者は、形、色、輪郭、コ
ントラストや動きを検出し、詩の中での、対象は何か、
それはどこにあるのか、それは何をしているのか、を
認識する。視覚をとおして、詩を立体的にとらえ、そ
の中に存在する実在を経験するためである。
　ヴァイデンバッハは、本動画を大学在学中に作成し、
2009年に本動画をYoutubeにアップロードしている。
この動画を見る前に、まず彼のサイトから〈魔王〉の
動画作成に関して寄せられた言葉を引用する。
　　私はヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテの
有名なバラードを視覚的に新しい解釈をアニメー
ション映画の形で実現しました。
　　大きな成功をもって私の映画は、今や世界的に学
校や大学のドイツ語や音楽のレッスンで使用されて
います。無料配布の動画ポータルYoutubeを経由し
て大人気の伝統的なバラードは楽しまれ、そして私
の現代風な転換によって、生徒も教師もゲーテのホ
ラー作品を楽しんでくれています。
　この言葉には、ヴァイデンバッハがこの映画を学校
教育で利用するために作ったことは書かれていない
が、利用価値があることを見据えてYoutubeに投稿し、
現在に至ったことがわかる。現在５、視聴回数は90万回
を超えており、この結果は、彼の映画が価値あるもの
としての現れであるといえよう。
〇映画の流れと視聴ポイント６
　ここではヴァイデンバッハがどのように〈魔王〉を
展開していったか見てみよう。
　朗読時間は３分。４人の登場人物は、３人で語られ
ている。語り手は、アナウンサーのように、子は細く
高い声、父親は低く太い声、魔王は細く高く、息の混
ざったような声である。語りの背景には、不安を抱か
せるような和音のBGMと、状況に応じた効果音（カラ
スの鳴き声や木々のきしむ音、魔王登場時のアタック
音など）が付されている。
　声の音高変化は、実音で聞くと、子は、第２節、第
４節ではd1音付近、第６節ではe1音付近と多少の音高
音楽鑑賞における有効な視聴覚資料に関する一考察 29
の上昇があり、第７節ではh1音付近まで一気に上昇さ
せ、畳み掛けるように父親へ訴えている。一方父親は、
いかなる節でもg-c1音付近の低い音高で、落ち着きは
らった姿勢を変えていない。魔王は、ほぼ子と同じ音
域であるが、声に若干のエコーをかけており、それは
その声が「人間のものでない」とわからせるような効
果がある。大きな変化は、第７節の「いやがるのなら、
力ずくで連れて行くぞ」の場面で、Ａ音付近まで一気
に下降させ、魔王の本来の声を子どもに押し付ける。
　映像は、第１節と第８節の語り手の部分は、親子は
モノクロで表されている。登場人物を明確に出さない
ことで、語りの部分ということが示されている。第２
節からは、カラー映像に変わるが、魔王は白い浮遊す
る生き物として表されている。この部分から、各役の
語りによって物語が始まることが明らかになる。語り
は、登場人物の語る順番に合わせて各々がフォーカス
されるような演出である。
　この映画で特徴的なことは、シューベルトの楽曲と
は全く異なる場面設定がされていることである。
シューベルトの楽曲は冒頭から、第１節にみられる「夜
の風をぬけ馬で行くのは誰だ？」の場面を、「疾走する
馬の蹄の音」と解釈し、スピード感にあふれている。
しかし映画ではスピード感は全く表現されておらず、
ゆったりとした乗馬なのである。確かに詩には「reitet
馬で行く」としか書かれておらず、「疾走する馬」とは
書かれていない。シューベルトの切迫感あふれる音楽
で理解している我々にとっては、斬新な解釈といえる
とともに、ヴァイデンバッハの詩のリアルな読み込み
をここに見出すことができる。ヴァイデンバッハは、
父が子を思いやり、子が父に身を預ける、という優し
い親子のつながりを表した場面を作った。それからそ
のすきを見逃すことなく入り込んだ魔王をより強調し
ようとしたと考えられる。さらにヴァイデンバッハは、
魔王の本性を隠すために、魔王の登場時には、魔王に
笑顔でウインクさせる演出をしている。それは魔王が
獲物を見つけた喜びのようなものを表しているようで
ある。この時点で、このかわいらしさの裏側に不気味
さや、真の恐怖があることなど、視聴者に全く与えて
いない。このように二つのはっきりしたもの（優しさ
と残虐、かわいいと不気味等）を対立させ表現するこ
とで、テーマが有効化されてくるのではないか。
　魔王の語り部
分においては、
動きが多い。子
を誘い出す手口
として示され
る、おもちゃ、
花々、母親の黄
金の衣装が次々
に魔王によって示されることや、父親が「枯葉」と言
葉を発すると「枯葉」に姿を変え、「枯葉」として子を
誘う様である。そしてその木の枝から、娘たちの輪舞
が生え出し、その枝には子の姿も生えてくる。ここで
ヴァイデンバッハは魔王が変幻自在な魔力を有するこ
とを表し、同時に、子が、すでに魔王の手中にあるこ
とも暗示してい
るようである。
第７節で魔王が
子に手を下す際
は、魔王は赤色
に変色し、その
危険レベルが一
気に上がったことを示している。第７節からは、細か
な演出がある。先に述べた魔王の声色の変化、巨大化
と合わせて、子の言葉「魔王が僕をつかむよ。fat er 
mich an」の「an」の部分で、魔王の「指先ひとつ」で
魔法がかけられ
たことが示され
る。その光景は、
目の前に現れた
魔王が、子供の
額に指を触れた
瞬間、子供が半
透明になり、点
滅し始めるのである。この現代風アレンジによって子
供の命が薄れてきていることを表している。その後、
第８節において、子が危険な状態にあることを察知し
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第１節　オープニング部分 第２節　冒頭（カラー）
親子の会話
第３節　おもちゃ（トランプ）を
示す魔王
第７節　赤く巨大化する魔王
第７節　魔王の手にかかる子
（半透明化）
た父が「er reitet geschwind馬を急がせ」る。ここで
ヴァイデンバッハは、詩の状況と合わせ馬を走らせる
のである。この節は、すでに語り手のナレーションに
よるもので、親子はモノクロで描かれている。どのよ
うな表情をしているのか、子供の顔色、息づかいなど
全くわからない。さらに、この節の映像は、上下左右
にゆらゆらと揺れている。あたかも魔王が立ち去った
後、その魔術の余韻のように、または親子の人生を揺
すっているかのように見える。画面は次第にズームア
ウトしていき、怪しい月とたどり着いた館だけが残る。
　映画内では、
父と子にはほと
んど動きがない
分、魔王の動き
と存在が際立
つ。また魔王の
動きは、詩中の
言葉だけにとどまらない。魔王が登場する節（３、５、
７節）の直前の間（例えば２節と３節の間）を使って、
リズムに合わせてポップしながら登場させるなど仕方
を変えている。このように詩中の言葉のない部分に少
し動きを持たせることで、ストーリー、物語性を持つ
ことができ、言語表現と同じように、表象表現してい
ると考えられる。
〇受講者の授業後のコメント
　以下に視聴を終えた受講者達の感想の中から、この
動画について記入されたものを抜き出し挙げる。類似
しているものはまとめた：
・魔王の迫りくる感じや、詩の焦りがより想像しやすかった。
・森や霧などの雰囲気、メロディ抜きにしたときの詩のニュア
ンスがよくわかる。
・風景が怖いイメージを持たせ、魔王の恐ろしさを感じた。
・馬が駆けている情景ではなかったが、目で見る分、印象的で
あった。
・子どもが見た神秘的な世界をわかりやすく表現していた。
・絵が怖い。
・内容がイメージしやすかった。
　以上、映画の流れと視聴のポイントをみてきた。以
上を検証すると、以下のことがこの映像を有効なもの
として導入する理由が導き出される。それは、詩を可
視化すること、すなわち実際の年齢やキャラクターに
合わせた人の声やアニメを視聴することで、登場人物
や情景が明瞭になる。さらに、詩中の内容を超えた表
現も多くあるが、それゆえ、詩の中の動作や、対象物
（者）が極めて印象に残る。以上の点が、この映画を
朗読の視聴覚教材として有効なものであるとしたい。
朗読に留まらず、シューベルトの楽曲と比較しても共
通する点が多く、シューベルトの楽曲がいかに映像的
であるかを知ることができた。
４．ボーカロイド・初音ミクの動画について７
　はじめに、簡単にボーカロイドについて説明を付し
ておく（ボーカロイド、初音ミクに関しては註の１、
２を参照）。
　ボーカロイドを利用しての音楽創作の特徴は、手軽
に誰もができることである。一般的にみて自分で作っ
た詩や音楽を公の場で発表していくことは極めて難し
い。しかし、ボーカロイドの登場によって、パソコンが
あれば、自作の詩と歌は「Youtube」や「ニコニコ動画」
などの投稿型サイトを通じて、多くの人に伝えること
ができるようになった。自分の思いを代弁してくれる
歌手は、インターネットという活動の場で多くの人の
目に触れながら活躍している。またそれらボーカロイ
ドの初音ミクなどのキャラクターに関して言えば、ク
リプトン社が展開する関連SNSもある。Twitter、Face-
book、Youtube、Google、LINE、ニコニコ動画を通じ
て、日本や海外での活動報告、製品開発情報等の情報
を公開しており、ファンたちは記事に対して直接コメ
ントを書き込めるようになっている８。「ニコニコ動
画」においては、再生中に動画上にコメントを残すこ
とができる。こうして作り手と聴き手が容易にコミュ
ニケーションをとり、密接な関係を成り立たせている。
　このようにインターネット上のコミュニケーション
は、一部の同じ興味・感心を抱いているユーザーの集
いともいえよう。しかし、2013年の東京工芸大学が
行った「ボーカロイドに関する調査９」の結果を見る
と、ボーカロイドのキャラクターである初音ミクの認
知については、10代から30代の全てにおいて95％が認
知していることが明らかにされている。このことから、
ボーカロイドが好きか嫌いかは別として、誰もが知る
キャラクターだということは注目すべき点と言えよう。
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第８節　馬を急がせる父
またこの調査で、ボーカロイド楽曲の魅力については
「多様な曲がある」「無料で聴ける」「ボカロならでは
の表現」という理由が挙げられている。ではいったい
ボーカロイドの楽曲の特徴とは何なのかみていこう。
　ボーカロイドの歌唱の特徴は、元来、機械におぼえ
こませた言葉を歌うものである。人間には不可能な無
限の音域や、息継ぎの心配もなく10、相当数の言葉を広
い音域で歌わせることを可能にしている。もし人間の
歌手であれば、可能な音域の中で、歌に情感を込める
であろうが、ボーカロイドの作り手は、この極端な特
徴を利用しなければ、真のメッセージを伝えることが
できないのではないか。「無機質さ」という特徴こそが、
言葉の重みを強調する演奏法なのかもしれない。
　今回提示する初音ミクの動画は、2008年に投稿され
たもので、「ボカロクラシカ」というボーカロイドを用
いてクラシックに分類される楽曲を演奏した動画に分
類されている。ボカロクラシカには「ネタ系からガチ
〔本気〕系、古楽から現代曲、オリジナル曲といった
ものまで様々にアップ11」されている（〔　〕内筆者に
よる）。この行為は、本来のボーカロイドの創作からは
逸脱しているにもかかわらず、多くの作品が投稿され
ている。ネットの中で生きるバーチャルシンガーが、
時空を超え、クラシックという歴史に挑戦する不可思
議な試みである。しかしこの機械の声も、人間の声も
全て音楽の素材の一つなのではないかとし、今回の提
示に至った。
　上記のことをまとめ、本作品視聴のねらいは、①昨
今の多くの若者が知るインターネットアイドルが歌う
クラシック作品　②無機質の表現から聞き取るシュー
ベルトの作曲技法　とし、鑑賞を行った。
〇作品の流れと視聴ポイント
　左図が初音ミクであるが、
動画では３等身ほどにデフォ
ルメされた彼女がドイツ語で
歌っている。登場人物は、
「Der Geschichten-erzhler
（語り手ミク）」、「Der Sohn
（坊やミク）」、「Der Vater（お
父さんミク）」、「Der Erlknig
（魔王ミク）」と画面に表示さ
れる。役柄を律儀にドイツ語
で標記しながらも、子を「息子」または「子供」と直
訳せず「坊や」、父を「お父さん」と親しみやすく標記
する点に、作者が初音ミクのかわいらしさを強調して
いることがうかがえる。また全てに「○○ミク」と付
すところなどパロディー化されており、初音ミクが「が
んばってる」様子が示されている。動画ではこれら標
記が順次に現れ、今歌われている場面は誰のものであ
るか、を示している。表情は全て同じであるが、発音
される母音によって口の形が変わっている。
　楽曲は、原調であるト短調。テンポは、ペータース
版の楽譜に記されている　#＝152より速く、#＝154　
で演奏される。
　楽曲の特徴であるピアノ・パートは、三連符の連打
を一寸もずれることなく叩き出している。強弱は大き
いか小さいかの２択である。
　歌唱は、常に同じ声色で、言葉の一つひとつが持つ
ニュアンスも全く表現されていない。音程もリズムの
ブレや揺れもなく、平坦に歌っている。人間が歌えば、
言葉の持つリズムや抑揚に意味を持たせることや、子
音と母音のタイミングなどを変化させることで、自然
なリズムが生じ流暢性が高まるのであろう。
　このようにピアノ・パートも歌唱も、極めて淡々と
音楽を進めている。しかしその中で際立って現れるの
が、シューベルトの作曲技法である。
　ひとつは、歌唱部分である。先にも述べたとおり、
シューベルトは、４人の台詞を、一人の歌手に歌い分
けさせ、それぞれのキャラクターに合わせた音高やリ
ズムの変化をさせて作曲している。声の無表情、言葉
の無表情を通しても、シューベルトがはっきりと選び
分けた音高により、それが誰のものであるかを示して
いる。無機質な初音ミクの演奏から、有機的なシュー
ベルトが際立ってくるようである。
　次にピアノ・パートである。シューベルトは魔王の
語り部分に、他の登場人物とは違うピアノ・パートを
つけたことを述べた。ひとつは第３節のブンチャッ
チャ型、ひとつは第５節の分散和音型である。テンポ
の変化も、音色のニュアンスの変化もないが、その機
械的な流れの中にあると、変化したピアノ・パートが
くっきりと浮き上がる。それはあたかも機械的に線引
きしたようである。
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〇受講者の授業後のコメント
　以下に視聴を終えた受講者達の感想の中から、この
動画について記入されたものを抜き出し挙げる。類似
しているものはまとめた：
・作曲の段階で、役割がよくわかるようになっている。
・ミクに歌わせても登場人物の変化がわかる。
・いかに声の高低の使い方が大事か分かった。
・声の調子や大きさを変えることは大切なんだと感じた。
・予想していたよりもよかった。歌い分けされているのといな
いでは、違いが大きいと思った。
・人の声で感情を込めることは大切なんだと感じた。かわいら
しさが怖い（笑）。
・作曲の工夫がたくさんあり、ミク版をきいてその重要性が改
めて感じられた。臨場感と物語性に欠けている。
・ドイツ語がわからなくても、誰の台詞だかがわかる。
・人間性が排除されている。
・まるで明るい曲なのかと感じた。
・単調に聞こえた。
・平面的で物足りなさを感じる。
・緊迫感が伝わってこない。
・結末がわかっているように聞こえた（物語性が見出せない）。
・感情がないのでこの歌には合わない。
・音程も歌詞も正しいのに、作品を100％表現できていないよう
に感じる。
・音色や表情の大切さを知った。
　以上、本動画からシューベルトのふたつの特徴を捉
えることができた。同時に、そこに演奏者の詩情や分
析が伴っていない演奏が、いかに音楽的でないことも
はっきりとした。特に〈魔王〉の場合は、ひとりで４
人分を演奏しなければならない。それは音楽の強調さ
れた部分だけで表現するのではない。演奏者は、瞬間
的に人格を変え、それぞれの人生を演じなければなら
ないのである。それゆえ、本動画のような非音楽的な
比較対象を示すことも、本当の鑑賞教材を提示する前
段階では有効な動画であるといえよう。
５．結果とまとめ
　以上、ふたつの作品を検討し、それぞれの動画の有
効点を挙げた。ヴァイデンバッハの動画では、詩を可
視化することで登場人物や情景が明瞭になった。初音
ミクの動画では、無機質な演奏から、シューベルトが
音楽を通して表現したかったことが明らかになった。
　このふたつの視聴を経て、イアン・ボストリッジ（テ
ノール）の日本語字幕付き演奏と、ディートリヒ・
フィッシャー＝ディースカウ（バリトン）のCDを聴い
た。その後、①アニメ②初音ミク③字幕付き動画④CD　
の４つに、印象に残ったものとして順位をつけ、自由
な感想の記入を行った。順位についての結果を以下の
［図１］に示す。同位を記入した受講生もいたことを
付け加えておく。
　［図１］から明らかになるのは、ボストリッジの字幕
付き動画が１位の56.5％と半数以上を占め、２位にお
いても39.1％と多くの受講者の印象に残った作品に
なった。筆者は、「印象に残ったもの」と質問を設定し
たため、回答は最も認知度の高い初音ミクが上位にラ
ンクインすると予想していた。しかし、その認知度を
超え、生身の人間による演奏に軍配が上がったことで、
アニメや初音ミクの動画を視聴するねらいが効果的に
達成されたと言えるかもしれない。
　他方、ディースカウのCDにおいては、２位と３位に
同数投票され、ある程度の成果は見られたものの、４
位に多くの票が集まり、「映像なし」の音楽鑑賞には、
さらに繰り返しや積み重ねによる気づきや理解が必要
であることを確認した。視覚的な情報に頼らず、音楽
的情報の多様性を今後の課題としたい。
　ボストリッジの演奏に対する受講者の感想には、「俳
優みたいだ」、「楽譜がしゃべる絵本のように思えた」、
「一人で歌っているミュージカルのようだ」などの記
入があり、演奏者の意図した表現が理解されたコメン
トと捉えた。また中学の時に視聴した記憶と比較して、
「そのころは単純に歌を歌っている人の顔が面白いく
らいにしか思っていなかったが、内容を理解してから
聞くことが楽しく聴けるコツ」であると記入した受講
者もいた。ほかにも中学生の時を振り返った受講生は
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［図１］受講者による印象に残ったものの順位づけ
「１度聞いて終わった」や「当時は内容把握だけで終
わってしまった」と記入していた。このことから、授
業の決められた時間内で、深淵まで理解するための質
的な向上の検討が示唆される。
　本稿は、インターネットに投稿された演奏に関連す
る作品が音楽鑑賞において有効かどうかを、筆者の担
当する「ドイツ歌曲概説」の受講生の感想を含め検討
してきた。今回はふたつの例を示し、それらが視聴者
の知覚を刺激するに足る資料であったことが［図１］
の結果から窺える。視聴者は動画から感受したものを、
演奏者の映像や音源と比較すること、結びつけること
で作品の本質を感受できたといえる。そしてそれらの
インターネット動画は、必ずしも学術的な内容を追求
したものではなく、身近で「いつでも・どこでも」観
ることのできる手軽なものであったことを強調したい。
　解釈度は、発達段階を経て理解力の増大があるとも
考えられる。しかし、今回の視聴覚資料を通して、音
楽鑑賞が色々な意味で、誰にでも「わかりやすい」「想
像しやすい」内容のものが効果を発揮することがわ
かった。どのような道筋で「何を聴かせたいのか」、「ど
のように聴かせるのか」を深く意識し、知覚と感受の
部分を刺激できる資料を今後も検討することを目標と
したい。
註
１　ボーカロイドとは、ヤマハ株式会社が開発した音声合成技
術で、その応用ソフトウェア。パソコンに入力された歌詞と
メロディの指示に従って、合成された人工音声に歌わせる
ことができるアプリケーションソフトである。（http://
www.vocaloid.com/about/　参照）
２　初音ミクとは、クリプトン・フューチャー・メディアが手掛
けたボーカロイド製品で、それに美少女のキャラクタ 「ー初
音ミク」を付して発売したところ、空前の大ヒットとなっ
た。声優の藤田咲が演じるポップでキュートなキャラク
タ ・ーボイスを元に作り上げられた。（http://www.crypton.
co.jp/mp/pages/prod/vocaloid/cv01.jsp　参照）
３　総務省ホームページ参照。（http://www.soumu.go.jp/main
_content/000357570.pdf）
４　『漁夫の娘』の登場人物ドルトヒェンが歌うもので、仕事を
しながら、昔からよく知っている歌を口ずさむ、といった具
合である。
（やまざき　のりこ）
５　2015年10月現在。
６　スクリーンショットはヴァイデンバッハ氏ホームページか
ら引用。（http://www.georgweidenbach.de/projects/der-
erlkonig/）
　　Youtubeにおける同動画のアドレス：
　　https://www.youtube.com/watch?v=wusVHokSa98&fea-
ture=youtu.be
７　動画アドレス
　　ニ コ ニ コ 動 画：http://www.nicovideo.jp/watch/
sm3418178
　　Youtube：https : / /www.youtube.com/watch?v=
YXm4CKrgdmw
８　初音ミクブログ参照。（http://blog.piapro.net/）
９　東京工芸大学ホームページ参照。（https://www.t-kougei.
ac.jp/static/file/vocaloid.pdf）
10　息継ぎの表現は可能。（http://www.vocaloid.com/support/
faq/vocaloid3/editor/0055.html　参照）
11　http://dic.nicovideo.jp/a/％E3％83％9C％E3％82％AB％
E3％83％AD％E3％82％AF％E3％83％A9％E3％82％
B7％E3％82％AB　参照
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